
小池知事が全ての都立・公社病院の独法化方針を決定

コロナが深刻な時に医療後退の危機
　３月３１日、東京都は「新たな病院運営改革
ビジョン」を公表し、２０２２年度をめどに都
立大塚病院を含む 8つの都立病院と、6つの東
京都保健医療公社の病院、全てを地方独立行政
法人化（独法化）する方針を決定しました。

　新型コロナウイルスの感染拡大で、日本の集
中治療ベッド数は、医療崩壊したイタリアの半
分程度で医師も非常に少ないとされている中、
採算性を優先する独法化の方針を決定したこと
は、知事が医療機関を強化すると言っている事
とは反対に、将来の医療後退の危機をまねく事
態になります。
　都内の感染症指定医療機関のうち、都立・公
社病院が担っているのは６８％です。コロナ対
策としては、ウイルスが外に漏れないようにす
る陰圧室などの設置や資材備蓄です。さらに対
応ができる医師・看護師の配置です。これらは
常日頃から訓練や研修を積み重ねて備えなけれ
ばできるものではありません。
　こうした感染症対策は、東京都が責任を持つ
公立病院だからこそできるのです。

　都立・公社病院が独法化されることにより、
東京都の財政支出は大幅に削減されることに
なります。これは、安倍政権がすすめる福祉
切り捨ての医療費削減と一致します。
　都立病院は、民間病院では採算が合わない
行政的医療を行なっていることで都民の安心
を支えているのです。
　４月から、都知事宛ての新たな署名の取り
組みが全都で始まりました。都民の命と健康
を守る都立病院として存続し、充実させるた
めに、知事の独法化方針を撤回させる運動に
力を合わせましょう。

都立大塚病院は直営で存続・充実を
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● 新型コロナ対策にも逆行

● 都立病院を守る署名にご協力ください
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